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あけましておめでとうございます。

暖冬かと思つていましたら年末からの大雪で寒い冬となりました。会

員の皆様,お子様たちはいかがお過ごしでしょうれ

さて、政府は「障害者自立支援法」の早期廃止と新しい障害者福祉法

の制定に向けて当事者の意見を取り入れることを言明しました。子ど

もたちが安心して生活できるよう今後の動向を見守っていきたいと思

います。

東海・北陸ブロック大会に4名参加

昨年 11月 14～ 15日 に静岡県で開催されました。石川県からは山本会長夫妻

と川場さんと松本さんが参加されました。

今回は新しい試みとして「守る会カフェ」という形式で5～ 6人のグループで話

し合いました。一応テーマは決まっていたようですがみなさん自由に気軽に話し

合えたようです。 2日 目は日本平ホテルで「在宅部会Jと 「施設部会」の分科会

が開催されました

参加された松本さんの感想を紹介します。

東海北陸ブロック大会に参加して

去る11月 14日 から15日 全国重症心身障害児 (者)を守る会の第 21回東海

北陸ブロック大会が静岡県で開催されました。石川県からは山本会長ご夫妻と川

HSK

会 報 「石 川 守 る会 」

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児 (者)を 守 る 会

全 国 重 症 ′い身 障 害 児 (者)を 守 る 会

石 川 県 支 部   会 長   山 本   衛
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場さんと私の4名が参加しました。大会のテーマは
～ 親は今  何をなすべきか ? ～

施設にいても在宅でも、本人の41活と幸せを考えようとぃう大きなテーマでした
第一日日はグランシップ静岡県コンベンションアーツセンターというすごく立派
な会場で行われました。グレレープ討議の新しい「ヮール ドカフェ」形式で行われ
6人の小グループに分カオt―c語 り合いました。自己紹介の後 「ホストJ役の方か
ら「ず―っと施設に居られると思っていますかJと の私への問い力1すから始まり
ました。「居られると思っていましたが、何かそのような動向でもあるのです力可
と返答しました。緊張もほぐれ施設と在宅、親と役員、住む地域が違う人との会
話が気楽にでき、時間の経過が早く感じられる「守る会カフェ」でした。
宿泊は「華麗なる一族」のテレビドラマで有名だった日本平ホテルです。期待

通りの庭園に初冠雪の富士山が見事な一枚の絵のごとく索晴らしく感動しました。
二日目は日本平ホテルで分科会で九 在宅部会、施設部会に分かれ「障害者自

立支援法の改正法案と最近の動向」について報告がありました。
この二日間で私が感じたことは、在宅者が幸せに生活できる環境になるように

双方の親が一緒にがんばることによって人所者の環境も向上するという思いです。
■日間が短く感じられたブロック大会でしたが
とても内容の濃いものでした。
時期開催は富山県支部で観光で有名な「雨晴ら
し」です。隣県ですし大勢の皆さんで参加しま
しよう。今回の交通は山本さんのご厚意で自家
用車に使乗させて頂きました。初日は朝5時カ
ら雨風にもめげず医適なドライブ、二日日は天
気も回復し大会終了後久能山東照宮の参拝と紅
葉を楽しみました。

第 2回 、第 3回 「成 年 後 見 制 度 」学 習 会 開 催 さ れ る !

11月 29日医王病院で第 2回 目の「成年後見制度」の学習会が開催されまし
た。講師に (社)成年後見センター・リーガルサポー ト石川県支部副支部長の司
法書 士 柿本一志さんをお招きし下記のテーマでお話していただきました。
テーマ    成年後見制度について ～身上監護と親亡き後問題～
身上監護とは何か? また具体的に「何ができるのか、何ができないの力Ч な

どの点について細かく説明していただきました。
一般的な職務の内容としては①介護や生活維持に関すること ②住居の確保に関
すること ③施設の人退所や処遇に関すること ④医療に関すること ⑤教育や
リハビリに関すること ⑥その他 となっていま丸
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もあると言うことです。

第4回 「成年後見市j麗」学習会のお知らせ
日 。1寺   3月 28「](日 )  13日寺30/7)～ 15日寺30ζか
場 所  医王病院
内 容  3回の学習会を踏まえて検討中で丸

第 2回 昼 食 会 の お 知 らせ
8月 に開催して好評だった昼食会を再度計画しました。
ぜひ大勢の方のご参加をお待ちしてぃまサL
日 時  2月 28日   12日寺ん

場 所  大名茶家  TEI´ o76-231-5121
金沢都ホテルの近くです。

会 費  2500円

軍T巧再巧晏罪鞍奮FI考書珠覇づ薔整襲茄ん量量ifl量雛撃漂憬♂景ポ据に配慮する義務

ν

まとめとしては身上看護は結局は本人の生活全般を支えていくことであり、常に
本人の身上に配慮しながら、その時の必要に応じて必要な事務を行う必要がある
ため、本人の生活状況を本人や家族・親族及び医療・施設関係者などから把握す
るとともに、コミュニケーションを持続しながら看護にあたる必要がある。
当日は48名の参力■がありました。少し難しい話t)あ りましたが「成年後見制度Jの内容が少しずつですが明ら力ヽこなってきたょうで丸ノ

1月 24日 やはり医I病院をお借りして第 3日目の学習会を開催しました。
講師には金沢家庭裁申1所から加藤文雄さんをお招きしてお話いただきました。
テーマ 成年後見人等を巡る状況と課題 (主に身上看護について)

裁判所は成年後見人の心身の状態並びに生活及び財産の状況、職業及び経歴並び
に被後見人との利害関係の有無、被後見人の意見その他 一切の事情を考慮して選
任されていると言うことですЭ

また後見人の役割としては法律行為に関する「代理権」を持つと同時に本人の
ためになるかきちんと注意を払う義務もあると言うことでした。
財産管理と身上監護は本人の生活のために本人の財産を適正に活用すると言う

ことでは一体不可分の関係にあるとのことですЭ財産管理にしろ身上監護にしろ
本人にとってどの判断が幸せなのかを中心に考えることが必要だと思われまサL
その後4つのグループに分かれて短い時間でしたが話し合いました。

もうすでに後見人になっていらっしゃる方、兄弟にお願いした方、まだ選任して
いらっしゃらない方などそれぞれの思いをざっくばらんに話し合いました。
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「守 る 会 」 へ の ご 協 力 あ りが と う ご ざ い ま す 。

今年度も多数の皆様より賛助会費並びにご寄付をいただきました。

障害の重い子どもたちのために有効に使わせていただきます。

広岡立美様 山畑寿美子様 新保祐美子様 山本信一様 星山敬俊様

寺島笑子様 横井透様 林律子様 音弘志様 若村修様 山本久男様

中田勝久様 今井千代子様 板野かずこ様 西脇瑞枝様 西田淳 千様

荒田正信様 新保ユキエ様 山本衛様 割 |1光男様 河合松太郎様

越坂由紀子様 山下辰美様 中川俊一様 大野木春雄様 益子佳苗様

新保修二郎様  隅田陽子様

いつも提供していただいている靴下の売り上げも年間で45、 780円になりま

した。有効に使わせていただきたいと思います。ご協力ありがとうございます。

言卜 幸長 平成22年 1月 に本会会員の堂本禎三様がお亡くなりになりました。

心よりご冥福をお祈りいたします。

会員の現況

員

〓只
　〈
〓

瞼

勤

82名
26名

編集人 :  石川県重症心身障害児 (者)を守る会

連絡先 :  〒929‐ 0123 石川県能美市中町ツ88-1
TEL0761-56-0616
会長   山本  衛          .

発行人 : 北陸障害者定期刊行物協会

富山市今泉312番地

定 価   30円
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